
UPZ内の学校・保育所等の防護措置 

 愛媛県では、施設敷地緊急事態により市（町）災害対策本部から帰宅指示が出された場合は、児童
等を保護者に引渡し、引渡しができない児童等は屋内退避を実施する。市（町）災害対策本部から
一時移転等指示が発出された場合は、職員は未引渡し児童等とともに一時移転等を行う。 

 校長、園長等は随時、市（町）災害対策本部と連携を図る。 

国原子力事業者

施設敷地緊急事態発生
（例 全交流電源喪失） 愛媛県

保護者

保護者へ引渡し

関係市町

「原子力災害発生時
の避難行動計画」
によって行動開始

児童等を屋内へ誘導
（校舎内誘導）

人員確認
保護者連絡

教育機関

一時移転等指示（ OIL基準超過後）

帰宅指示 
行政機関 

役割分担表に基づき職員を配置

未引渡し児童及び職員の一時移転等 

※ 山口県の UPZ内に学校・保育所等は存在しない

UPZ内の教育機関数
（予防避難ｴﾘｱを除く）

教育機関数 児童・生徒数

保育所・

幼稚園等 ※1 
56 2,809人

小学校 ※1 35 4,655人

中学校 ※1 16 2,361人

高等学校 ※2 10 2,577人

特別支援学校 ※2 2 224人

合 計 119 12,626人

※1 令和 2年 4月 1日現在 
※2 令和 2年 5月 1日現在
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UPZ内における在宅の避難行動要支援者の防護措置 

 在宅の避難行動要支援者及び同居者並びに屋内退避や避難に協力してくれる支援者に対し、防災
行政無線、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、 TV、ﾗｼﾞｵ等を用いて情報提供を行い、在宅の避難行動要支援者
の屋内退避・一時移転等を実施。 

 連絡が通じない場合は、関係市町職員や消防団員等が、屋内退避・一時移転等の協力を実施予定。 
 一時移転等が必要となった在宅の避難行動要支援者は、関係市町が準備した避難先に一時移転等

を行う。なお、介護ﾍﾞｯﾄﾞ等が必要な在宅の避難行動要支援者は福祉避難所等へ移動する。 

UPZ内

愛媛県

や わた はま し

八幡浜市 1,545人（ 1,545人）
おお ず し

大洲市 1,846人（ 1,846人）
せい よ し

西予市 3,492人（ 3,492人）

う わ じま し

宇和島市 270人（ 179人）

い よ し

伊予市 14人（ 8人）
うち こ ちょう

内子町 3人（ 0人）

合 計 7,170人（ 7,070人） 

UPZ 内の在宅の避難行動要支援者数（暫定値）
（予防避難ｴﾘｱを除く） 

同居者・支援者

関係市町職員
・消防団員等

屋内退避

連絡等

協力

防災行政無線・緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ・ TV・
ﾗｼﾞｵ等による情報提供

関係市町災害対策本部

在宅避難行動
要支援者

避難先

一時移転等

移動

山口県
かみのせきちょう

上関町 8人（ 8人）

※1 （ ）内は支援者有り 
※2 数字は現段階で地方公共団体が把握している暫定値 
※3 支援者がいない者については、今後支援者を確保していく。また、支援者が確保

できない場合においても、緊急時に消防団や自主防災組織等の避難支援等関係福祉避難所等
（ 245施設） 者と情報を共有し、避難支援等関係者による屋内退避・一時移転等の支援ができ

る体制を整備中。 129



UPZ内の一時移転に必要となる輸送能力の確保 
UPZ内で一時移転の対象となる区域はその一部に留まることが想定され、また、一時移転は 1週間程度内に実施する。
愛媛県では、一時移転が必要となった場合の輸送能力の確保については、 
 愛媛県が、県内のﾊﾞｽ会社から必要となる輸送手段を調達 
 愛媛県内の輸送手段では不足する場合、他県との応援協定に基づき、隣接県等から輸送手段を調達
により必要な輸送能力を確保する。

山口県では、上関町が町定期船を輸送手段として確保することにより必要な輸送能力を確保する。

上記手段により確保した輸送手段で対応できない場合、原子力災害対策本部からの依頼に基づき、国土交通省が関
係団体、関係事業者に対し、協力を要請する。

愛媛県内のﾊﾞｽ会社 保有台数 

29社 855台 県名 保有台数

香川県 716台

徳島県 623台

高知県 546台

計 1,885台

四国各県保有ﾊﾞｽ台数 

UPZ 

PAZ PAZ

かみのせきちょう 

UPZ 

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じて支援を実施 130



八幡浜市
やわたはま し

における UPZ内から避難先までの主な経路

 地域ごとにあらかじめ避難経路を設定。自然災害等によりその避難経路が使用できない場合は、
他の経路により避難を実施。

広域避難所： 169箇所
（松山市）

避難経由所
（愛媛県総合運動公園） 

内子町役場内子分庁舎

内子 PA

清流の里ひじかわ

野村ﾀﾞﾑ駐車場・
ほわいとﾌｧｰﾑ

伊予灘 SA
しもなだ運動公園

大釜以南の避難経路
国道 378号→県道 30号 →県道 29号→
国道 197号→県道 32号 →国道 56号→
県道 23号→国道 33号

【凡例】

：避難退域時検査場所（候補地） 

UPZ 

PAZ

千丈川より北部の避難経路
国道 197号→国道 56号 →高速道路 →国道 33号

千丈川より南部の避難経路
国道 378号→県道 26号 →県道 29号→
国道 197号→県道 32号 →国道 56号→
県道 23号→国道 33号

保内町、日土町地区避難経路
国道 378号→国道 56号 →県道 23号→国道 33号

避難元 
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大洲市
おおず し

における UPZ内から避難先までの主な経路 

 地域ごとにあらかじめ避難経路を設定。自然災害等によりその避難経路が使用できない場合は、
他の経路により避難を実施。 

UPZ 

PAZ

広域避難所： 169箇所

（松山市）

避難経由所
（愛媛県総合運動公園）

市内避難所： 14箇所

（大洲市肱川町）

市内避難所： 6箇所

（大洲市河辺町）

内子 PA

伊予灘 SA

しもなだ運動公園

大成ふれあい広場

旧長浜町の避難経路
国道 378号→国道 56号 →
県道 23号→国道 33号

旧大洲市（その他地区）の避難経路
国道 56号→高速道路 →国道 33号

【凡例】

：避難退域時検査場所（候補地）

内子町役場内子分庁舎

旧大洲市（菅田地区）の避難経路
国道 197号避難元

菅田公民館

旧大洲市（大川地区）
の避難経路
県道 44号→国道 197号

旧大洲市（南久米地区）の避難経路
国道 197号→県道 55号 市内避難所： 2箇所

（大洲市大川地区）

新谷公民館

旧大洲市（新谷・柳沢地区）の避難経路
国道 56号→県道 23号 →国道 33号 
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